









提と焦点というニ要素を用いて文の分類を試みた．即ち， 1）文焦点型， 2）広域焦点型， 3）一
















































( 1 ) 既知（扱い）十未知（扱い） 例私は大野です．
( 2) 既知（扱い）＋既知（扱い） 例 どうせ日本人は日本人だ．
4三尾砂（1948）の分類







( 3 ) 未知（扱い）十既知（扱い） 例私が大野です．












例 1 あら，また雪ですわ． （立原正秋 r辻が花」）










例 3 ラッセノレを三台備えて雪を待つ，国境の山だった． （川端康成「雪国」）
例 3＇国境の山はラッセルを三台備えて雪を待っていた．






















例 6 K は母のない男でした． （夏目激石 Fこころ」）
例 7 あの男は信用の出来ない男だ． （武者小路実篤 F友情dl)

























例 9 あの上の娘が女房ですよ. (Jl端康成 r伊豆の踊子」）



















例 11 こちらは小原静子さん．わたしの女学校時代からのお友だち．（立原正秋 F辻が花」）




















例 14 自分の愛するのは杉子の魂だ，杉子その人だ，その全体だ．．．（武者小路実篤 F友情」）
名詞述語文の構造














例 16 傷ついても僕は僕だ．いつかは更に力強く起き上がるだろう．（武者小路実篤 F友情」）















奥津（1978）以来よく言われるウナギ文とは，「僕はうなぎた、J の如く Xハ Yダの構造を持ち






有名な r枕草子」第一段の例文 18「春は曙Jもその一例である．古文の解説書には， しばしば
これは例文 19「春は曙が良川越があるJ等の略である，と書かれている．確かに例文18か











例 20 今夜は雪だわ. (JI!端康成「雪国」）
例 21 「先生は」「先生は学校J （夏目激石「三四郎」）





























焦点（領域）が Y全体に及ぶと見られる r広域焦点型」（Xハ Yダ）， 3）新情報（Y）が旧情報（X)
に先行し，文中のー要素（Y）のみに焦点が当たっている「一点焦点型」（Yガ Xダ）， 4）前半
(Y1）が対照的新情報，後半（Y2）が付加的新情報を表わし， Y1も Y2も焦点となる「ニ点焦点



































































zs-d C~f；ζ〉「~匂ノ｜ダ 顕題 有題（状況陰題）広域焦点型
有題（状況陰題）広域焦点型
有題（転位陰題）一点焦点型









例 26 その後私はあなたに電報を打ちました． ありていに言えばあの時私はちょっとあなた
に会いたかったのです． （夏目激石「こころ」）



































と呼んだ文である．ここで Xの部分に機能語ノによって名詞化された節が来ると Y-PcX ノ
ダが得られるのである．主題は X ノの部分に隠れているが，これを顕題化したものが X ノハ
Yダの強調構文である．例えば次の例を見てみよう．
例 30-a 自分は杉子の魂を愛する．
例 30-b 自分の愛するのは杉子の魂だ． （武者小路実篤「友情」）
例 30-c 自分は杉子の魂を愛するのだ．
上記の三つの例文は 30-aによって表わされた命題を共有する．この命題のうちの目的語「杉子

























































1.では名前述語文を一文中の焦点の現われ方によって 1）文焦点型， 2）広域焦点型， 3）一
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